
第 19号

第 19 号

昭和 28年 7月25日

編 集 人 大 付I行総務課長

藤井 車 内

長崎!様大村ili
後行所大村市役所

電話代表750番
印刷所 際交社印刷所

一一
の

大
水
容
に
際
じ
天
皇

の
伝
達
式
が
、
い
'
と
も

ま

し

た

。
被

λ
者
に
は
す
覚
悟
の
回
目
を
言
上
い
一

二

陛
下
は
、
入
江
侍
従
を

厳
か
忙
挙
行

せ

ら

れ

た

い

ろ

/

¥
の
困
難
が
あ

h
ル
た
の
で
ご
ざ
い
ま
一

一一
現
地
に
御
中
程
査

に

な

り

の

で

ご

ざ
い

ま
す
o

る
だ
る
う

け

れ

ど

も

、

す

c

二

関

し

く

被

災

地

を

沼

田

入

江

侍
従
か
ら
は

「

そ

の

苦

し

み

に

打

ち

勝

県

民

2同は
ま
一
ー
こ
一

-

1

0

7

ヴ
月
一一

夏

-

t

慰
問
せ
し
め
ら
れ

た

が

と

の

た
び
の
水
害
の
起

っ
て
一
日
も
早
〈
古
前
一
日

C

2
、
ま
て
止
竺
径
一

一一

西

附

本

県

知

事

は

次

の

;

っ

て

、

く
れ
る
よ
う

k

釦
加
川
ぬ
も
の
が
引
巴
一

一一

勺

な
謹
話
を
発
表

し

「

|

水

害

に

侍

従

御

差

遣

|

|

一

月

日

日

間

詰

ぃ

日

私

達
し

勇
気

一

え

か

ら

考

え

ま

す

と

赤

喜

一の
市
の
仕
事
を
す
る
引

一…

冠

雪

天

皇

下

に

「

l
l
長
崎
豚
知
事
説

話

を

雲

I
ll-

襲

、

お

ぼ

し

め

じ

の

を

出

し

全

県

民

?

一

6
1
1
1

市
長
か
ら
市
民
の
1
1
・

一

は

大
村
市
内
の
到
る
止
と
一は

?

一広
っ
て
も
市
民
各
一一

お
か
せ
ら
れ
ま
川
て
は

i

伝
達
を
、
い
た
Y

い

た

思

れ

ト

日

口

郡

一心
山一

皆

様

¥

〉

♂

便

り

!

一

-

一ろ
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
一位
か
ら
納
め
て
い
た
ど

く
一一
こ
の
度
。
未
曾

有

の

大

川

崎

に

お

出
迎
え
中

災
害
を
受
け
ら

な

ゆ

だ

大

き

い

こ

止

に

つ

い

の

で

ご

ざ

い

ま

す

o

〉

ふ

っ

と

新

目

前

い

さ

-

普

相

J

f

レ

オ

似

-

一に
思
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て

一税

金

が

大

き

な

役

割

を

し

ず

水

害

に

つ

い

て

大

変

御

「

ま

し

た

が

、

震

に

せ

ま

し

て

t

j

て

陛

下

は

大

き

で

弘

は

県

下

の

災

害

O

ら
ん
こ
と
を
期
す
る
攻
…

r
i
l
l
-
大
村
市
長
大
村
純

毅

l
二時
特
位
界
諸
一れ
い
れ
お
ー
ま
で
一…
山
口
政
持
刊
誌
昨日切
れ
怜
計
れ
れ
開
均
的

判紅
白
仁
同
時
ド
h
引

開

岡
山
川
町
山
村
け

γ

一

¥日

行

一即
日間
い
日
日
一日
間
げ
臼
訪
日
「
訪
れ
れ
れ
佳
品
川
同
町
一
目
白
川
一
回
川
町

ihr
u
uー
日
出

MUMMr~

一必

-一二
判
的

一一ベブノ

一ら
敬
殺
を
褒
じ
ま
す
o

そ
一市
当
局
止
し
て
は
勿
品川
、

一も
有
効
忙
使
う
こ
去
に
就
一下
さ
っ
て
今
一

層

の

広

三

く
仰
闘
い

巾
上
け

一役
、
大
村
市
議
会
議
長
を

~差
州
え
た
り
、

そ
れ
テ
一引
一ゐ
三

ほ

ん

去

う

に
湯
川
升
は
江
千
八
百
万
円
の
赤

鰯
イ

一

一j
…

3

4

J

一れ
ば
か
り
で
な
く
た
際
り

一出
来
る
限
り
閣
の
発
生
を
一て
は
私
達
市
当
局
者
の
賢
一
の
御
理
解
あ
る
御
協
力
を
一ま
す
。

一躍
任
し
た
。

(
広
報
評
」一十

ー
た
り
、

公
費
に
付
し
一下
の
h

げ
も
ち
で
、
ひ
引
も
一宇
を

h
th
え
こ
み
そ
う
?

懇

怒v
いや

の
佐
賀
燃
に
は
救
援
苗
を
7
ア
防
す
る
こ
と
に
開
力
を

一任

ゴ

チ

た

を

十

分

に
一

1

1

1

1

1

1

1

1

l

i
l

i

-

-

一

一

て
強
制
刊
に
処
分
す
る
o

一

T
E
S
T雪
知

一あ
る
o
犬
付
市
始
ま
っ
て

!
r
t…一川市町一一一一一……一山一一一一
一十

一日
付
抗

v
…一郡山一
一一…一九日目…………町一
一

政一一沼市昨日
一…川中山山町一
一一一山町山和
一時間一一
一五
同ゴ間一
一古川四百
一臨時…昨日間曜日…一一一……………
一一…約一一……一

一
比
較
す
れ
ば
水
害
に
よ
る

一ま
す
り

一隊
が
直
接
又
は
間
接
に
我
一御
協
力
に
よ
っ
て
段

々
L
L

一

一岐
支
庁
長
、
市
，

J
I事
一?
れ
も
七
月
十
五
日
付
発
一な
い
前
わ
ゆ
る
括
質
消
お
一し
な
け
れ
ば
な

ち
な
い

段

一千
八
百
万
円
の
底
力
を
、

一
室
口は
比
較
的
軽
〈
て
済
一0
・
:
一
時
、
下
火

に
な

っ
一が
大
村
山
の
た
め
に
寄
せ
一成
績
を
向
上
し
つ

U
あ
り
一

大
村
市
で
は
、
昭
氏
中
一務
所
長
を
経
て
大
村
市
助
一令
さ
れ
た
。

ぺ
総
務
課
〉
一者

に
対
し
バ
は
最
後
の
子
一階
に

あ
る
が
、

後
牧
の
し
一そ
が
な
け
れ
ば
枕
を
高
く

佐
川
内
勺
り
の
と
下
山
訪
問
一訪
問
月
刊
誌
一討
が
時
日
一日
抑
制官
民
一…
税
金
一
収
十
一
以
波
及
?
に
t
銃一
二
閉
山
知
山
市
川
一一
比
一
加
盟
一位
山
間
部
品

兎
に
角
、
岡
植
も
無
事

一ま
た

(

念

に
発
生
教
を

一民
の
皆
様

brに
止
の
際
一れ
ば
同
出
負
担
の
割
合
も
一り

1
1
2
選
任
し

一

一

文
予

f
歳
入
確
保
は
怪
弘
、
税

金

が

惑

い

:

二

く
る
で
あ
る
う
o

追

?

終
っ
き
」
止
は
御
岡
山
院
に

一増
し
て
来
ま
し
た
o

一慰
め
て
感
謝
の
意
を
表
し

一増
相
せ
ら
れ
る
規
則
に
な

一た
い
旨
提
案
、

2HUを
求

一間
じ
市
山
氏
所
職
目
の
中
で

一微
牧
に
当
る
吏
員
は
尚
更
一M
り
に
い
山
り
、
赤
字
続
出

一寸
良
心
か
ら
苦
し
い
ν
則
合

一号
一一
一
口
い
な
が
ら
徴
税
吏
員

塙
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
由民
一

而
も
市
内
の
各
方
商
に

一た
い
と
思
い
ま
す
口

一っ
て
い
ま
す
の
で
、
と
の

一め
た
'
と
こ
ろ
全
員
一
致
全
一も
税
務
政
員
は
毛
嫌
い
さ

一で
あ
る
。
す
る
こ
と
事
態
一の
結
共
を
招
来
す
る
。

一も
あ
る
o

一の
気
分
ま
誠
に
建

つ
で

る

flJ 月

りよアゴ村大昭和 28年r月初日

手段炭県

(一〉

三三 潟

里子
岳
公
園
キ

ヤ

フ
場

鈴

橋

玖

島

崎

海

水

浴

場

本
県
に
御
差
漬
遊
ば
さ

れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す

聖
旨
の
粍
一
献
に
感
激

山
山
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す

私
は
来
県
さ
れ
た
侍
従

を
去
る
一
一
一日
佐
賀
県
の

あ
る
北
松
浦
郡

の
今
福

町
ま
で
た
越
し
頂
.
た

の
で
あ
り
ま
す
。

現
地
で
は
、
つ

ぶ
さ

に
椴
災
の
欣
況
を
御
視

察
い
た
だ
く
と
全
時
に

7k 

回

橋

学
童
か
ら
水
害
義
援
金

萱

淵
の

季
ペ.，.
包Il

保

育 ν 詰

所 蕊



一

l
il
-
-

一無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
す

一
回
一
一
一

一本
事
業
悶
議
合
に
於
て
指

)

一

一

一

議

室

長

怒

沿

い

工

し

て

議

決
せ
ら
一

一
一
一
一
一
日
判
官

一一

一
l
;虫
ま
拝
奈
川
也
虫

J
J
一

(

一

一

孟

同

一一

一れ
れ
引
引
い
U
一

志

引

二
抗
議
一
一

F
1
a
』
志
認
。
1
r
自
u
長

誌

を

適

用

し

て

い

ま

γ

。

一

一

一

餓

側

一

一

句

闘

し

お

お

E
合
ロ
-U
位

τ
一
十
七

Zη
貸
借
苛
照
一

一一
一
回
目
持
品
目
昭
和
二
十
八
年
一
月
二
十
日
付
の

「
市
政
だ
よ
り
」
を
以
て
一
応
表
、
川
裕
一
計
五
日
開
別
表
一

1
一
一
一
成
見
一
一
中
川
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
が
今
回
二
十
七
年
度
の
決
算
報
告
を

み

通
り
ヴ
わ
り
ま

rD

引
一
一
「

u
uL
い
た
し
ま
す
o

一利
治
利
全
仏
況
は
い
一比
一
寸
参
百
一

:1
1
1
1
1
1
1
1

{

一万
司
で
あ
り
ま
す
が
、
帰
一

3
一
当
市
営
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
一
ま
し
た
が
、
全
員
、
枕
艇
一催
い
た
し
ま
し
た
o

現
在

一包
E
震
乙
氏
、
1

主
任
夜
明
一

7
一
続
走
は
全
閣
に
さ
き
が
一
場
設
立
の
也
U
H

乞
も

E
づ一

全
国
に
十
司
カ
一
げ
り
を
問

E
J
Jヰ
芸

v
i
?
?
f
J
一

一

一

1

i

l

-

一

1

4

子
J
一費
・と
し
て
四
百
七
恰
六
万
一

ド
一
け
て

J

昨
年
四
月
第
一
回

ν
一き
初
期
の
目
的
を
速
成
し
一場
が
設
置
せ
ら
れ
好
調
を
一

一

一

l
司
で
あ
り
竜
引
怖
刊
誌
金
は

一

8
一l
ス
を
華
々
し
く
開
催
し
一市
の
発
喪
主
付
改
の
改
芳
一見
つ

L
あ
る
と
と
司
全
地
一1

・

一

〕

ai

l
t
，
¥
ト
j

j

一

一

八
百
小
山
拾
九
耳
円
で
ら
り
一

i
一
幾
多
の
天
候
そ
の
他

o
rr
，
H
i
に
員
恥
い
た
じ
砥
八
一競
艇
の
務
祥
地
た
る
当
市
-

刊
一
条
件
の
た
め
苦
難
は
あ
り

一十
五
日
間
の
レ

1
ス
ケ
一間
一と
し
ま
し
て
は
誠
に
感
慨
一3
0

(

事
業
採

ニ

"
M
M
 

川
川

一

円
H
U

S伯
区n

o
 

q
u
 

q
u
 

qhM 

純
益
は
八

ゆ一.
択償、 市 吠 貸借 ~t 照表 (a目白128~手 153 31 日 Jì，1E)

;iÁ~ ・I'L q.y _~ 玉虫.. 兄「一一一一一 一一一一一一一一一回
資本つ日ij諸問は 1t.r一 方 l 立 方

金 irIJい融市近 富 次 1 .一一一 「一一一一一一'-11一一一一一|一一一一一
総大て資/~! :'ー の | 資産勘定 l金 額 11 負 債 勘 定 | 金 制

組古(金主 t:てよ!十 一一一一寸 一一十 一 一一一~-I 一一一 一| ー

の J ー損同会う 1(1国定資淀川(:n8t19.931i45) /1 (WI定 負 債 )I c 20.000.000，0 J) 
二月 失つ ナ な I.:J: 地 l M 76003lωl資本金 10.000.000:00害IJ 採相fi ド ‘ー もI -1.. ....... 1 v.~ ，v，vvvlvV 11 ~， •• ~- 1 

二一一白 馬探ョ l ill 物 7097似 100 11 借入金 1 10090000|00

、補度に干岡本翠じ |陥築物1.8l3;}j3145 li (流 動 負 債 )1 ( l4.085.49l)IOO) 

誠償に朴| 守 主 列 ~(t ~'i~ )j(s ，没 1 6MG!o) 1 未払金 13.314.7'27∞訪於当 ntre ち 叩 ~ ~~ ~vvi~' 

地 てす沿 れ I !J包 設| 飢 )OsloJ l買掛金

区 そ る oc~よ へ | ボートヱンジン 1 1L3)6.，50):00 11 前 受 金

22議(2)ん 51備 品 1 30733joloo 11 (引仰山)

趨 央 ο 係 1.(流動資 産)1 ( 4.667.4ヨ8:90):|i域間伐仰|首公
悶 を限 .~ I二二二 l' __ __J 
一一 一一一一一三一一一一 l賞慮況金 79.70010;)

半 、年スモー外 ミ i山 | 普通瓜 ;金 236，00

fili今(i11ぺれ，二)耳の |現 金 651.3叩。
功市月リ介カ 拡 I'. ~~~_~~，I 
に郷設合 i所 F定|キ比金 268:i.8叩。
関 JK置 -fの.煩 |慨払金 l l 

す路し合 ラj笠 松化 I.，_ 山 t 0 t A A.;")1"¥1 

る相11セ宛ン悶 氷つ |在庫品1.24:4.4叩。

清修。を コ地又件 I(J毛ο!色。Jtl必)1 ( 95D.979:ii9)! 
煩工本 ・に 二 | 山中 | | 
一一一一一一一一一一一 l出 資 金 700.000，00

④ 一④ | 中向 、 コ油 | l 
r=r:t ("1"，未経過究川 2;}0.979，59目雄(校 、 国の l ふ Iri':. .叫:1"- IIJ 1 _ ~V ' V ' v

1 
下財外三々大当失件 I(rri金:j!(保官:iZ)1 ( 7294006，85) 

恨 i改)月金付 初 郎 21
買? の採新市予外ー I(資 産合 計)1く43.783.005，89) :..:.. rJ I ，J'~佐且 ロ 1 '- .v.. vv ， vv~1 

Wf 者I~ 択 N~ lL算 I ~."'.州品川 | | 
究合 ・訪中に器 |繰越欠m.金| 3mhoo  

中 も中閥央計 な ""7t"n "..，nl 
1合 計 47.142.079J19 へb 村書小 k 山 |“ | 

数り E語 学術 口一一一一一一一一一一ー一一一一一
一一①一 一 二 一一④ ② 一一一一二一 一 一否 一一一三 IB--7 -6一 一 三 bp - ー ④ ( ー④ ー

1・は度 択防古、算 外 つ泊 発 、三十 外さに 、をぎ業 野!版事、早 用 う 、 補 月司王、 LIZ 外三関 、f市 外 :了にー下 保陀、委

日;出552q奇23)サ:目黒宅)明朝日間引官官話夜間E32M32拡)12111r1警告:!??[)
ネ注目lJjZ二V理 h悶雪京日話25予gi刊誌品開53刊誌221jM233JJh231!lfJZ何
度 i向令アソ ( 郷肢 の 修別出初 -~ I刈農 致事了七 る士致合合の新浪利の在投合 森 ) ) 託 業 今刷 rlii中 ヂ 側 道

;225;片山長官詰尚喜れま民投 222年5422i保守抗議1122t u;!id二監
査二分年 採沈滞 予 臨書に !な に 義 修 了 ら 事 管 ，i百良いり J 二 iド T ...'..，三工い q-77- IC← ± 一一一一 切 /， jJ修

1一一 ① _._- ー ① ー④ ー ④ ー④ ー① ー

時 _2!ì， " .'百1 月)~...，. (---~---v-...t.，.-，( . 助務 野!司 (採 す 、 久 詩 設 、 水腕工、に緒 欠 vドと J]芝、 探 F崎、 月 王ljl ・ ~r~ は定iい1問m釘的引制Jバ川R町川(

悶引i山川;U山WVV川九………“J刈刈Lりリj片誕i砥轟F此竺ぷごコ|符雲炉伊刊空塑引i刊吻恥小引?Fト炉刊?トhμ山!川山品I;品冶会1誌限霊j山;叫罪れ竺吋吋!肝:段ほ札::ι引i古J?;f剣紺iJη山;山川:ii川川;れれれれれfrれれれU:;LLι ;i1: i止iiトf 

3p判を引I JfずJ察が〆:ダ併 戸諜股多 一 iいい米灯了工 川υ〉修桝附叶F討十Iγ'~~~~白山山U助恥川山Jハ川崎j地断凶也断凶!置量 トいj持存!岨団 凶 j従於いえた伊刊何!閣附川…羽引川+持4

:引1曜脅営，j逗三三i官 i柑i併?;叩??γi.t宇 併済 zd出U町1目汀町2rr呼中マ11?詰5吋出1円:リ山山1山医iγ，ブ'1'サ巾|い』1些刊刊号引計1?「:?111j詰; 
コ しし一二竺一一一一一 1 禍事 榔 L 間一 . る架 清清設 LLーととどL-J立12L-J丘一三H

一
九
時
国

幻
年
度
モ
1
滞
日
ト

L
l
ス
牧
支
決
算

り

3593001 2 

昭和二十 七 年度舟券売上成績表

f附マ拝柁Eて~[ r.3一「司 せ¥三一τれ|単勝式|巾Z勝式引|述勝式

包出!j示〉山一:÷ζι?二九;:;? f::;子:jιl民日斗U苛ミUお副f[陥陥γ医l凡j子kι九|Ffに子〈二二可7刊mニふ6臼よよ川2:ふ::O
旬 if;;;:jj16l-l24957ml

7月 ;;!;1・ 216115吋 25.353.叫

8月 1fAi;!7l-12&伯 4500
1

459.500/ 2 

; ; 3 2 J i 7 4 7 l M 山 85.6001 幻制4i川7河O州 1 I 卸制W山…ヨ幻叩川7叩川Oα州(

l卜一!?!fj i 
; 

;; ;討泊!i6 

I 
12 839i 25臼問川2'20宮却O州 254.400

1 

1 

I 
683.000

， 
3 

I 
10 同 26 2 7 2gJ l n 

| 
n … 一一……民一………n一………-一一H一…白一] I …………《一…、一内]‘ 

| 
……A…《肉J功

| 
一………向一………a一…舟……A…《…《

|f! ! ! ; 1 ::; JJ| : | ! : : : :j1 ¥ 

:γUtJ0.JU
どコ] :::.:] 

A 

I ~~ ，~.:]: I 
::.~:~竺tJ.tJ円竺tJ

VV

1
';:11 ; 

[~川i 月

? : 'Jf九!id7r行:1i
り

I 
~J. I心川Uω0

1

~却δö . il引JV

…
u

l「12切て勺可且七コ可12;之z;:::;;?J;; :1:jl ;1l ::; ::::::j1l口:::;::::::::::::::1l | ::::;:::::U川::1I川:jU川1I川:1|:::::;:::;:::::::::)l :1II::Ill口口口口:::::::::;;;::::::;::::::1:::;:;:)!:: : 
lr::(112:::::jl:::;l::l::::::|:(:::;:::j::|;:::::'J 

) 21.2223.24

1 

u 

I 
u"'~~ 1 uv.v~~uvvl .

.I -v~，~] ~_I__~~~'~] ~ 1_~~ ，~~~，~]v " vl … 

18.613.770 

18.890800 

4.605.8l0 

23607.0001 94 

24.184.000: 95 

よ

928.6001 4 

809.8001 3 

Tf 政

42'2.1.0DI 2 

市村大第 19号

1 

2 

3 

4 

21.194.810 

l5.972.090l 

11.3H.210 

18.799.630 

21.684.110 

20，95，5.710 

26.813.0001 94 1.15ヨ.00014 5 

10 

1 

11 

G 

8 

7 

9 

2 

3 

市
民
わ
ら
市
議
会
に
排
出
さ
れ
た
各
傾
の
靖
則

事
項
。
中
、
市
議
会
で
探
沢
さ
れ
た
も
の
は
市
長

に
川
返
附
さ
れ
、
逐
火
そ
の
処
聞
に
当
っ
て
い
る
が

大
村
市
長
就
任
以
後
、
送
附
さ
れ
た
詩
川
酬
の
処
哩

損益計算香 川和28;['3月:31EI現在)

±土三三フ-][==士三プ土土7
キ[J金額 1科 u

1
金 制

(業務純 1~ ) 1 ( 1.58 ).571/古川 /1(開催牧入)/ (3o7.8
，jl別弓

lりり)

業務質1.58)571./91 11 入場料 2.777.6s，jiOU

(悶他純究)I ( 67.504.'147170) 11 JJ別仕投点てE上収入 I329.907.900;00 

賃 金 8.33G767100 I! 出子・ill込千数1"1- I 4.100;OJ 

緋 乎 岱 399.3581"り 11 Ll1定安資上金 37.;')70;ω

峨 1~ 1 5.t5M74IJJ 11 ポ ー ト 賞 金 22.4iS87，iiOO

清 純 品 32ij7.u73ioo 11払戻 坦立不能:ix:入 9g9A2'jOり

燃 料 費 408.837i2J 11 端蚊切 i合金 1.086.33)10) 

食関投 877.1(415
)

11 (開催雑益)1 ( 76:，，).110i
OO) 

印刷製本費 3.706.428;JO 11 校時使用料 3fHヨ3~IDU 

光熱水Jj( 1 71.073iOO 11 康俊収入 4u.9)Oi()0

通信jd.sJ般質 1 3919821りo 11 m 金利息 8~)ÜIOO

忠告料 7.31'2;24510) 11 仔附金 6.6001110

手批 判 30J.1l7iOO 11 その他雑入 346.488.00

借料及悦料 45'20771州

間訳科 6.010100

修活科 613.8)5iOり

報償資 1 34リ61.3)51ω 

原材料 n 1 
1'.:il23ヨ

i
UO

利子及割引料 g9;j.OOOIOO

(諸支出金線貸)1 
(270.45773?i50) 

公 認I~ j~ 1 1'2心3844)1ω

負担金問幼及交吋¥制 lG.6 )3Ji尽9iOO

賠 償 A 悦泣金 1 247.43).D;J}:つり
補償及 hnJ託金 38083:00

(位締 結貸)1 ( 1759;10り
修理 FI~ ¥ 17.ぅ¥Joyo

(減償償 1411'n ! ( 4.7G2.201'57) 

(寸~ (.1ミ!主従{it)1 ( 8224388
，
32) 11 一 一一 1-一一一一一一|一一

合計 I~58.6 1 6 ， 945!OU 11 
合 計

1
358 .ölù. 94~ïiÜU I 

、B

，，，

、

、，ノ

n
u
n
u

円

t

円

t

円

d

み
iu

n

v

n

u

p

a

w

a

戸り

Q
u

nり
げ

d

1
A

f

A

t

A

Q

u

q
d

司
J

q

J

V

円

υ

n

V

0

0

8

9

2

2

6

3

 

9

d

n

O

弓

“

ヴ
J
M

句

4

4

山

z

n
u

円

d

n

o

n

O

4
A

E

n

u

n
O

町
d

門

d

Q

u

o

h

M

a
-
a地
内

δ

n

o

q
d
 

r
，

、

、

〆
E

、、

合計 |47附 7キ

(負債合計)

ヌ1五年J変則金金

品一一師



w
f

j

)

-

若

)
i
l
l…一
ッ
ト

(土
、
日
曜
)
貸
ぶ

一す
の
で
と
れ
等
の
気
の
毒
一

一第
五
五
一

建
設
大
隊
(
代

e
M
ン

嶋

ぐ

わ

ト

ら

ペ

ぃ

ド

つ

一

一l
ト
)
会

原
海
水
浴
場
…な
人
を
の
侍
に
市
民
、山
協

一

一

号

馬

一

さ

に
感
刈
欣

士

(
児
女
川
燃
料
脱
衣
場
、
休
一力
を
得
て
舷
分
。
義
援
金

一を
贈
っ
た
G

一

時

夏

休

み

の

ヨ

イ

子

大

も

ど
想
所
シ
ャ

ワ
ー
)
⑤
い

土

並
に
救
じ
ゅ
つ
ロ
刊
の
寄
附

一

一

0
・・・・:
そ
の
二
、
木
立
川

一

3

-ニ

/

J

…一れ
も
七
月
十
五
日
か
ら
八
一を
お
噺
い
し
ま
す
。

一

一

怖
の

F
ぢ
水
間
橋
江
市
内

叩
河
川
聞
の
夏
休
み
庁
前
江
市
内
各
去
一
の
生
活
山
指
導
主

ZHJか
悶
併
さ

一~

後

市

で

は

夏
休
み
中
の
小
‘
中
学
生
の
夜
遊

一一珂
末
日
ま
で
。

一

(祉
会
課
二

大
村
市
で
は
別
項
の
知

一

市
で
は
逐
次
と

れ
を
県
一初
の
鋼
紘
一円巾僑
L

一し
て
去

町

れ

刊

誌

は

弓

に

つ

い

て

協

議
決
定
し
、

各
家
庭
の
協
力
を

Z
ヨ

山

口

当

刊

誌

日

目

口

一

γし

閣

)

一
子
供
遣
の
義
援
金

一民

自

日

目

当

崎

扇

町

民

立

花

一日

品

川

口

一
六

、
夏
休
み
の
心
得
を
配
一

た
え

る

一

て
も
ら
い
た
ど

と

一~
午
後

ペ
時
に
市
内
六
カ
所
の
サ
イ
レ
ン

を
一

介
間
工

水
害
義
援
金
募
集

一
「
水
害
地
の
お
友
達
を
故

τが
七
月
六
日
以
降
、
本
一配

分
に
つ
い
て
は
企
委
員
一延
長
十
六
米
、
巾

A

米
、

和
し
て
、
そ
の
実
践
に

一七
、
映
一削
は
学
校
の
許
可

一

に
つ
い
て
関
係
官
庁
去

二
連
続
吹
鳴
す

る

。

(

消
防
係
)

一一今
次
の
安
悶
に
依
る
被
害
一い
ま
し
ょ
う
」
と
大
付
帯
一紙
締
切
り
ま
で
に
市
に
寄
一会
へ
一
任
す
る
o

一工
費
三
卜
丘
一心
正
千
円
を

当
る

一

し
な
い
も
の
は
禁
止
す
一

受
沙
し
、
も
し
実
現
す
一
j
i
l
-
-
-l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-
j
l
i
l
i
-
-
:
:
l・t
・-一は
想
像
以
上
で
あ
り
ま
し
一内
の
各
学
佼
の
子
供
濯
は
一託
さ
れ
た
義
援
金
口
聞
は
次
一

(
社
会
課
〉

一要
し
従
来
の
飛
行
伝
い
に

一一
、
ラ
ジ

オ
体
操
を
地
区
一

る
。
但
し
観
賞
す
る
時
一

れ
ば
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
ξ

一設
備
あ
り
)

ム
黒
木

(
大
一布

一
枚
三
十
円
@
期
間
七
一て
擢
災
者

ω
窮
状
は
実
に

一自
治
会
を
通
じ
て
義
援
金
一の
通
り
で
あ
り
ま
す
o

一

一

よ
る
危
険
と
不
便
が
な
く

別
に
開
催
し
、

規
律
的
一

は
父
兄
同
作
で
行
く
こ
一

共
に
師
宅
ず
る

一休
野
岳
と
全
般

の
設
備
で
一月
十
日
か
ら
八
月
末
日
ま
一御
気
の
毒
に
た
え
な
い
も
↑寝
袋
を
し
て

い
た
が
こ
の

一

L

一な
り
内
地
区
E
面
か

ら
非

生
活
態
度
を
育
成
す
る

一

止、

そ
の
場
合
に
於
て

一九
、
適
量
の
学
習
課
題
を
一あ
る
が
附
近
に
二
、

一一一
百
一で
〔
海
)
ム
玖
島
崎
海
水
一の
が
あ
り
ま
す
。

一ほいと
六
万
一
一一
千
百
五
拾
四
一

水
害

義

援
金
合
同
)
寄
託
者
名
簿

一常
に
菩
ば
れ
て
居
る
。

尚
之
に
つ
い
て
は
父
兄
一

は
父
兄
の
適
切
な
る
選
一

提
出
じ
、
家
庭
学
習
の
一人
の
宿
泊
は
可
能
)
@
使
一浴
場

(
男
女
無
料
脱
衣
場
一
と
れ
が
救
援
は
お
互
に
県
一円
べ
恰
後
収
集
ま
っ
た
の

一ヘ七
、
5
一一、8
0

、0
0

大
村
一一七
)
政
院

(
一
度
J

団
本
町

一

(
土
木
課
)

の
参
加
を
希
望
す
る

一

択

2
の
後
の
指
導
を
一

計
画
を
た

τさ
せ
る

一用
料
は
山
小
屋
一

人
五
十土
一侃
無
…
料
休
憩
所、

浮
プ
イ
頁
の
同
胞
愛
に

5訴え
金
救
済

一

一

一

一

一

一

h
刊可，，.二川込肖民』白叶尚同同

三
、
部
落
生
徒
会
、
児
主
笠
一

希
ω1毘一
す
る

ご

O
、
夏
休
み
終
了
後
展
一百
円
テ
ン

ト
工
一雇張
二
百
円
毛
一盃辿
り
台
、

シ
ヤ
ワ

1L、
ヨ三
一子す

ぺ
き
で
あ
る
と
仔
じ
ま
竺
一中

z岨学苧乎子一
慢慢

2調押塑L民一厨尉
党
生
、
犬
日
付竺刊竺
一古Q8gQ8口、
QSQ
大
付付
.庸庸宮岱貸凡
ι必業菜叫#莱禿一米禿堤芯詣叩組制
一氏
一
胸
明
(
京
J

上

界
一一川町
沢
一
司

F
f山手
字

会
を
適
宜
開
催
し、

そ
一八、

夜
間
外
出
は
生

徒

竺

覧

会

そ
開
催
す
る

つ

i
パE

・
I
.
J
λ
i
1
1
1
1
1
1
1
1
司
i
i
j
i
l
l
J
一小
学
校
岩
田
先
生
に
案
門
一合
従
業
姉
代
表

ヘ

3
J一清
三

一一一)七
、八
四O
八
三

一

よ

い

子

還

が

持

制

加

わ

い

目

立

与

一

(
市
教
委
)

一
級

1
y一一

円
…
一一J

…

一

…
一
日
…

瞬

長

伸

一

一軒

一

-qMM刊
誌

在

日

当

一可

能

誌

社

主

一

樹
木
や
農
作
物
3

ま

い
す
る

一

l
U
11
1
1
11

一
き

ー〓

f
d
y

と
忌
j
;

騒

一O
適
当
な
一
一史

認

彦
君
、
今
喜

一五、
号

、

oo
i
t一帯

連
合
川
人
会
(
七
、
一一ニユ
を
役
す
小
山
を
可
愛
が
つ

四
、
地
区

5
3
1
毎
・
山
;
↑

尋問
，U
J

〆
み
ぷ
磁
γ

ド

麟

弱
一
休
養
と
陣
…
…子
さ
ん
さ
ど
う
れ
気
の
一(七
、

2
33、
303
一一コ
J

、

3
古
川
ム
ハ
区
高
E
一て
庁
て
ま
し
ょ
う
と
大
村

元

日

経

M
M
E
引

良
刊

を

背

一う
に

u
h
y一

切

除

i
v一
軒

時

究

機

訓
一計

者

一
一時
パ
サ

ば

絞

れ

れ
口
一品

村

長

と

す

れ

u
r
H
P一川

町

昨

日

Hu
m

五
、
休
似
中
に
於
け
る
互

に
ma景
の
琴
澗
を
抱
く
大

一
τ観
光
客
の
誘
致
正
市
民
一

家

動

綱

紗

打

協

匂

3

4
引
一
刀
畏
い
海
…
一し
出
し
た
o

こ
の
義
援
金
一ヘ七
、
一
一
三
、

oJ口
、
3

1

2
・一一ニ)
一八
2
・
3
古
町
六

一叫
れ
れ
ば
問

日

間

以

行
者
の

表
彰
一を一
考
癒
す
一寸
古
で
甘
指
定
山
に
夏
の

一の
利
用
を
待
っ
て
い
る
o

一

す

若

μ

ぷ

議

謬

機

銃

一一九
守
秘

?

術

一
水
浴
は
と

一は
存
在
長
崎
の
日
赤
支
部
一九二
O
二
一区
知
人
命
(
七
、
一区
四
件
回一
外
八
名

3
4
1

一川
ク
リ
ヱ
1
シ
ヨ
ン
セ

ン
一日
〕

ム
野
岳
会
問
、
(テ

一

議

機

長

J
う

時

迭

の
一
適
当

…
一に
届
け
ら
れ
た
o

内
救
援
一一
一
)一
、
言

、ヨ

池
田
与

一

)
一一一、
夫

Qi

Z
1
3
2と
し

て

留

守

護

及

び
そ
れ
に
か

一?

と
し

τ県
民
か
ら
親
一
シ
ト
十
一
張
、
山
小
屋

二

総

数

一川

一一一

J
J
一

1
UA

夏

O
設

ム

一物
資
会

古

川

県

知

事

τ岡
市
失

3
3
3守

一夜

2
2
4〉
一♂

F
一令
を
交
川
し
亡

い
た
カ

わ
る
方
法
で
日
常
生
所
一し
ま
れ
て
い
る
が
市
で
は

一棟
、
事

1
1
毛
布
五
一
ぬ

ぎ

竺

ω

I

G

二

三

ι

食
は
つ
っ
せ
宛
発

善
行
者
、
な
、
ど
を
表
彰

第 19号

夏
休
み
の
生
活
指
導
に
つ
い
て

りよ1:. 政市村大昭和28年 T月初日(三〉

市愛
での
信義
妻援
員金
待日

己ロ日

誌い

縁 、

降事担晶



ラ
ジ
オ
〕
(総
収
状
況
)
教
育
問
題
(
八
・

3
C
ム
庄

一

会

申

告

書

を
徴
牧

一

ω結
婚
改
善
を
推
進
す

一

却

日

均

一

ム
よ
く
聞
く
(
は
・一一%
〉
八仙
一業
経
消
〈
ず八
%
)
ム
市
民
一

一
の
八
月
任
日
か
ら
八
月
一二一

る
に
は
如
何
に
す
れ
ば
よ

一

河

川

!
一

時
々
間
く
(
門
ゴ一
・九
%
)ム
問

の

市
議
(
六
・一
方
)
ふ
土
木
島

一十
日
ま
で
操
業
委
員
会
申
一

h
h

一

5

0

一

か
な
い

ご一

・九
%
)

一必
築

(
M
Aガ
)
ム
配

給

促

一

世

帯

主
調
布
検
討
し
ま
ず
一

@
改
追
を
要
す
7
J

土
忠
一

一

f

，…り
(
四
%
)
ム
そ

の
他
(
一
・
ニ
一

一@
九
月

一
日
か
ら
九
庁
一
一
一一わ
れ
る
点
は
ど
う
か

-

一

(
成
度
)
ム
好
い
(合一
・一一

と

ご

一

一十
日
ま
で
調
査
書
浪
路
一

一四
ど
ん
な
に
き
白

T
る
一

知
山
山
一

討

が

一川
河
川
一

k
dす
2
3還

に

一

当

日

明

け

品

目

γ
峰

山

…

関

山

一市

出

3
m
m
b一。

注

日

刊

ゆ

と

し

て

一

a
n

一

崎

空

局
(八六
錦町
%
)
ム
ラ

一

討
す
る
希
望

一
況
を
調
べ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
地

E
Eじ
く
守

ι一主
枕

さ

れ

た
主

に

つ

一

L
F
Zが
あ
ろ
か

一

1

1
1

1

」

d
t
尾
崎
、
三一
・六
%
ゾ

一ム
者
攻
守
主
司
一
刈
一
ヘ
ニ
一
一
メ
)
一
れ
亡
い
る
か
ど
う
か
を
農
晴
乃
所
有
者
及
び
俳
作
者
一い
て
は、

一
投
設
民
わ

ら
一
ヨ
こ
九
を
い
児
減
少
る

c
一

例

川
町
一

の
実
態
を
市
民
各
位
に
十
分

お
知
ら
せ
し
て
市
守
政
に
射
す
一円

市

政

ど

よ

l

，t品

問

刊

誌

2
h一

れ
わ
れ
代

日

目

引

品

開

凱

M
出

削

一不

服

山

口

問

仰

い

仁

川
山

M
M
方
法
を
桃
じ
加

一

乞

ム

一

る
現
解
-
R

協
力
を
深
め
る
た
め
に
間
報
業
務
を

rf
¥
そ
の
主

ニ

コ

、

て

，
d

山町
、
¥
行
)

t

o
/

二
一

l
γ
。

一

一

一

一

河

口

ヨ

立

問

ぶ

取

引

が

わ

目

前

μ訪
れ

一ム
毎
月
九

込

ザ

ィ

計

四

…

一訂

正

査

の

芝

居

一

二
巾
告
別
紙
を
全
農
家
に
配
一

別

枠

組

仙

川

口

了

目

立

は

山
一

口

一則

羽

川
一

て
い
る
か
、
叉
は
と
れ
に
対
す
る
市
民
各
位
の
忌
惜
な
い
要

7
枇
判
や
意
見
一%
)
ム
来
セ
り
来
よ
斗
つ

一
03
ム
土
木
ほ
え
清
一明
尖
・

一十
八
平
八
月
一
日
現
在
で

一付
し
て
農
業
袋
員
会
，
かm
ら
一

接且最収寄
り
0
農
業
美
釆
委
官
頁円民此
一

②
時川品判
…励m行
乃
3桁要K
1九山

i主式主
一

人

一
冊帯v
一
川
忙

1

一

を
聞
い
て
今
後
改
善
の

資
止
与
す
る
之
た

2め2に、
去
雪
る
六百
月
、
市

ι附民引r八地区
TよりL一
τたり
2す
る
柔(元八
、九支
2
%竺)い

μ川
下
壬一X八

μ
ご

)ζム
そ

ω
他
つ2一す.A川ガ万2Mμど斤乞2)
了
一農
地
の
附
有
者
、
併
作
者
一詑芸叫戟凱警要器領
の

z設
明

2を
行

5い
一

会
か士ら
受

3け
取

2る
v
こ)

九
一

E七
名まの
世
帯
を
抽
出
し
て
広
報
前
苦

闘
す
る
護
請
を
行
っ
た
が
以

一略
ム
内
容
は
全

立

む

へ七
一

1

1

1

1

1

一全
農
家
の
す
べ
て
に
つ
い

一ま
す
。

一

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一と
で
あ
り
討

F
る
ま
で
一

市

一
目

引

什

パ
|一

下
は
そ
の
う
ち
提
出
さ
れ
た
六
一
一
三
世
帯
の

調
杏
票
か
ら
集
計
さ
れ
た
結
果
で

一0
・八
%
J
ム
一

部
作
讃
む
コニ

緑
の
羽
根
募
金
の
目

一て
行
い
ま
す
o

俳
作
地
に

一@
八
川
直
川
川
嶋
崎
直
茂
ト
仏
同
川
川
崎
晴
閣
員
会
)
一
も
な
凶
の
で
結
論
的
な
こ
一=
村

一
句

一
数

末

凶

一

あ
る
o
な
ぞ
こ
の
外
に
市
政
だ
よ
り
や
成
立
喜
一
般
に
関
す
る
意
見
が

こ
ん
-z
m
JH
以
下
略
ム
担
事
一
徳
一
割
達
成
に
感
謝

一つ
い
て
は
、
委
員
会
つ
承
一
一

::
日

大

f
T
A
一八
十
遡
年
記
念
の
平
に
当
一L
-
に
必
り

一
一
大

一
域

一
h
d
川
一

一ニ
九
件
返
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
意
見
希
望
、
批
判
に
つ
い
て
は
十
分
研
一は
参
考
に
な
る
五
了
一
考
一

涜
帰
一
し
た
山
:
、

表
一認
は
く
行
わ
れ
て
い
る
賃
一

J

一

育

委

員

十

一り
成
人
教
育
は
如
何
に
惟
一

3
時
川
励
行
者
〉
体
積
一
一

一
眼

一
総

前

増

一

占
組
問
中
…
…
間
一
山
間
一
戸
山
一
一
一
一
一
一
一
一
一…昭
一山
中
山
中
町
付
制
れ
い
叫
一市川一
日得
税
一札
時
刊
誌
M
M

一昨
日
五
時
間
一J一
一
出
出
一
一一引
引
引
札

J

一

¥

¥

i

γ

!
?
去

三

一月

一
日
よ
り

rj
-

一
，
R

f
-mに
於
て
本
一中
、
時
間
励
行
止
結
婚
己

一

一

市
内

ο護
士
矧
託
児
所

じ
て
裁
い
た
各
地
区
議
員
そ
の
他
関
係
者
の

方

長

持

円

。

一は
じ

れ

与

野

山

一弔

問

訟

は

盟

諸

問

一詩

k
u存
在

耕

一ゴ

品

川

出

土

す

る

一場

鋭

部

長

社

一州

町

長

喝

さ

〔
年

令

別
〕
A
m
j
幼
(
一二
〔
世
帯
上
の
地
位
〕
ム
世
一の
他
一
品
・
一一%
)

一三
子
六
%
)
ム
む
づ
わ

し

各
位
以

御
協
力
に
よ
り
、

一

舎
が
宮
、
そ
の
結
果
一
易

運

究

集
会
及
び
一

川
本
市
の
成
人
教
育
に
一曾
教
育
課
長
外

一ム
諸
問
下
保
育
所
長
一

一
・七
%
)
ム
?
刊
(ニヨ
マ
一
2
2

2

0
%
〉
ム
家
族
(
ニ八
一〔
新

聞
〕(
講
讃
の
種
一
勾
一ご
一
九
%
)
ム
長
過
ぎ
る
示
市

凶

器

一
一
一
万
六
千
円

を

農

業
委
員
会
の
事
務
一
百

善

公

民

J
各
部
一つ

い
て

一

向
地
区
内

P
T
-A会
一O
名
J

ム
福
重
第
一
託
児
一

ム
引
j
m
ご
一
子
宮
一
%
)
ム
引

一%
〉
ム
同
居
人
(
一・七
%
〉
ム

一ム
西
日
本
ム
胡
日

ム
毎
日
一へ四・八
%
)

一の
募
金
を
完
途
致
し
ま
し
一

所
で
縦
同比
し
て
買
い
ま
一

JL
文

日
成
に
つ
い

一

@
本
市
の
成
人
11
育
〉
育

、
婦
人
会
員
、
青
年
間

一所
ヘ
じ

0
5
ム
幅
軍
第
一

関
(
ニ
0
・

Z
)ム則
合

一使
用
人
(
2
4
%
〉

一ム
畏
日

ム
民
友

ム
新
日

本

石
主
と
し
て
唱
す

喜

一た
J

で
、
限
告
す
る
土
共
一

す
o

縦
覧
の
目
刊
は
出

一
三

お

?

の
協
議
会
一現
状

。
一員
、
支
山
保

関
係
そ

一一

A
兜

T
5
5ム
一

(七
%
)
ム
?

賢
一
一
%
)

一〔
職

業

別
〕
ム
農
林
漁
業
一ム
時
事

ム
産
経

ム
読
費
ム

一
ム
市
政
時
事
問
窃

ヘ一
千四
-に
深
〈
感
謝
致
し
ま
す
口

一

来
る
だ
け
多
く
の
農
順
一
間

行

を

開

催

し

た

↑

@
野

配

を
ど
う
し
一連
絡
員
ん
部
答
長
〉
そ
ヨ

Jω
行

純

一
耕
一

〔
男
女
別
〕

ム
男(八
一三
一(四
0
・八
%
)
ム
商
工
業
(一

一
・一日
程

一
%
)
ム
市
長
か

ら
市
民
の

一

(
農
林
課
)

一

に
見
て
質
っ
て
調
査

o
一
時

一

助

生

吐

合
教
育
一た

(四)

。。 φ く> . <>φ0  

市の腐報活動を調査

。。。 φ 0・0 ・
附
よ
附
読
む
人
が
九
八
・
九
%

一
新
開
・
一
プ
ジ
土
で
む
ね
可
一

意
見
取
り
入
れ
逐
衣
改
善

昭和28年 r月初日りよ1:. 政市村大

交
通
事
故
に
謝
す
る
反
省

第 19号

る
欣
況
で
あ
り
ま
す
ロ

こ
の
交
通
事
故
の
大
半

ば
自
動
車
に
依
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

大
村
市
内
に
於
け
る
自

動
車
保
有
台
敷
廿
.-二

一
台
、
乗
用
車
五
四
台

其
の
他
消
防
車
、
特
殊

者
の
責
任
ば
か
り
で
は

な
く
側
提
の
原
因
は
一

般
通
行
者
に
も
あ
る
事

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
自
動
車
は
交
通
法

規
に
従
い
運
行
し

一
般

歩
行
者
も
交
通
法
規
を

守
っ
て
通
行
し
或
は
幼

(
大
村
市
特
交
通
課
)

農
地
法
は
将
い
る
か

n
九
日
…
小
作
地
の
一

斉
調
資
質
施

声

犬
神
宮
一
義
の
池

埋
立
に
つ
い
て

本
町
の
大
神
広
実
池

の
埋
立
に
つ
い
て
は
一

昨
年
頃
商
業
振
興
会
か

ら
市
議
会
に
請
閥
書
が

提
出
さ
れ
、
採
択
に
な

っ
て
い
る
が
、
市
当
局

で
は
予
算
が
無
い
か
ら

止
の
と
・
と
で
未
だ
に
実

現
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
聴
募
規
定
〕

A
原
稿

l
四
百
字
前
後

Aa宛
先

l
市
役
所
贋
報

係
宛

A
締
切
毎
月
十
日

紙
上
匿
名
は
随
意
で
す

が
住
所
氏
名
年
令
明
肥

な
き
場
合
は
採
用
し
ま

せ
ん
A
砧
備
考

l
投
稿
は

+
へ
村
市
民
に
限
る

そ
の
後
、
個
人
か
ら
全

池
の
弘
下
申
請
が
出
さ

れ
否
決
さ
れ
た
L

聞
い

て
い
る
が
、
い
つ
ま
で

も
現
欣

ω
ま
L
P
は、

風
貰
衛
生
上
か
ら
も
好

く
な
い
し
子
供

の
遊
び

場
も
な
い
の
で
最
近
町

内
の
会
合
で
早
急
に
寸

策
を
講
じ
よ
う
K
M
‘ッ

こ
'
と
に
な
り
、
内
姻
の

(
上
波
止
生
)

〔
回
答
〕

J洗 必食)

fV ら前 j
) 子十一く
j J手に;

うをは〆

抑
指
示
の
例
所
は
、

大
村
市
都
市
計
画
。
公

悶
五
ヵ
年
計
画
に
於
て

二
十
八
年
度
事
業
の
公

共
事
業
'
と
し
て
砧
設
省


